
 
 
       

多くの県民は、女川原発再稼働に反対です。 

再稼動の合意前に、やることがあります。  
 

      
  

 

 

 

 

 

  

   

 

      

     

     

 

   

         

 

 

 

              

 
 
 

 

 

 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 

「女性ネットみやぎ」ニュース  No.97 2020.9.20 

   ブログ：joseinet-miyagi  メール：housyanoujoseinet@hotmail.co.jp   Tel /fax 022-215-3120 

 

「女川原発を再稼動しないように求める請願署名」の提出    
みんなの思いを込めたこの署名は、9 月 23 日（水）16時、県議会議長に提出します。 

＊お手元に、記入された署名用紙があれば、23日昼まで下記にお届けください。 
〒980-0804 仙台市青葉区大町2-5-10 御譜代町ビル305署名係 

＊女川原発再稼働阻止の署名は、インターネットでもできます。お声掛けください。 
http://chng.it/gSm6fy25 

         問い合わせ先 電話・FAX 022-215-3120 携帯090-2983-6435(女性ネット本田) 

 

 

■９月県議会は、「女川原発２号機の再稼働同意」
をめぐる論戦と採決が焦点 

   女川町議会、石巻市議会で、再稼働推進を要請する陳
情が賛成多数で採択されました。これと同じ陳情や

請願が９月県議会に出されると予測されています。 

    私たちがとりくんできた「女川原発２号機の再稼働を 

しないように求める要請署名」を提出して、９月議会 

では科学的な課題—安全安心をしっかりと論議して 

もらいたい、と求めていきます。 
 

■１１万以上の県民が求めた県民投票について、
昨年３月、多数決で否決した県議会は、どのよ
うに県民の声・思いを受け止めるのでしょうか？    

   この８月、沿岸部７か所で開催された住民説明会の参 

加者は７５７人。コロナ禍の中で参加できない事情も

ありました。宮城県が５月に報告した「原子力災害時

避難経路阻害要因調査結果」では、３～５日かかる避

難移動や道路事情、支援物資の支給など、さまざまな

不備が明らかになり、住民の不安は増しています。 

県民投票もしない、住民説明会もごく少数、そして、新

聞社のアンケートでは「再稼動反対が６割以上」「安全

性に不安が７割以上」という中で、県民の声や願いを

聞く耳持たずに、判断するのでしょうか？ 
仙台市での説明会開催は不可欠ですし、県民に対する説 
明や意見聴取はまだまだ不十分です。      

 

 
 

9月10日女性ネットの街頭署名行動   
 

 

 これらについて、 
２６の市民団体が 
検討・回答を求めて 
要請しました。➡ 

 

■説明会で約束した 
避難訓練に参加 
し、その問題点を 
しっかり検証し、 
確認してから判断すべきです。 

  「避難計画には実効性がない」と、安が広がる中、こ
れは国の承認を得たから、ということで、再稼働への
判断を急ごうとしています。知事は、約束した通り、住
民とともに訓練に参加し、その目で見て、科学的に実証
して、判断すべきです。 

  村井知事は「２号機の再稼働への同意については、あ
くまで安全性で判断する」と、発言してきました。 
国政の責任者は「国民と国土」を、県政の責任者は、
「まず、県民と県土」を守ること＝県民全てのいのちと
暮らしを第一に考えてください。 

 
■東北電力は「女川原発の安全対策工事が 2022
年度までかかる」と発表しました。テロ対策など
の追加工事もあり、稼働までは相当の期間を要
すると考えられます。結論を急がないで！ 

   科学的にも十分な検証を重ねるため、専門家や学者
の招致など、慎重審議を尽くしてください。 

 

 

 

 

 

 

9月10日要請書を提出する多々良さん 

mailto:housyanoujoseinet@hotmail.co.jp
http://chng.it/gSm6fy25


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

原発・放射能・子ども・平和関連などのとりくみ予定   
 

◆脱原発みやぎ 金曜デモ仙台中央部 「みやぎ金曜デモ」：9月 18日(金)は、コロナ感染の拡大を考慮して、中止します。 

◆「女の平和」ピースアクション街頭宣伝・署名行動 毎月 15・25日 12～13時 一番町フォーラス前 主催・「女の平和」ピースアクション 

◆9月20日(日)13時半～「仕方ない帝国」で生きて楽しい？ 高橋純子さん(朝日新聞論説委員・編集委員)講演会  
於・東京エレクトロンホール(宮城県民会館)601 参加費500円 主催・「テロにも戦争にもNOを！」の会                                                    

◆9月２３日(水)宮城県議会９月議会～１０月２２日(木)まで （議会開会日9月23日に署名を提出します。） 

◆9月26日(土)13時半～「女川原発の再稼働を止めよう みやぎ県民大集会」 於・仙台錦町公園 ➡14時～デモ  

 

   

9月 26日(土)1時半～集会～デモ
 （新ＮＨＫ会館隣にある公園）で （一番町～広瀬通り）  

  
。 

宮城県議会 9月定例会の主な日程 
      (9月23日～10月22日) 

 
9月23日(水) 開会 

＊9月24日(木)14時半～17時半 全員協議会 

  原子力規制庁・内閣府・資源エネルギー庁の説明と質疑 

＊10月1日(木)代表質問13時～佐々木功悦議員 

                 15時～天下みゆき議員 

    ～10月8日(木)＊一般質問 

 

10月14日(水) 請願審査の常任委員会 

10月22日(木) 採決 

閉会 

  
 

18日の河北新報は、県内の女性地方議員有志が、 

「女川原発再稼働STOP!宮城女性議員有志の会」を発足したこと

を報道しています。この会には 17 日時点で、県議と 21 市町村議

の現職と元議員 55人が参加しており、27日に設立集会を開催。 

住民との意見交換会や学識有権者を招いたシンポジウムなどを

開催し、原発を取り巻く現状や自然エネルギーの可能性についての

理解を深めていくこと、東北電と協議の場を設けて廃炉を見据えた

街づくりなどを提案して行くこと、などを方針に。 

呼びかけ人の遊佐美由紀県議は「原発はくらしに直結する問題。

住民の声や思いをもとに、政策立案につなげたい」と話しました。 

「脱原発、安心安全の地域環境の下で子どもたちを育てたい」と

求める運動がさらにパワーアップされたことを実感。引き続く原発 NO

の運動で共同していきたい、と思っています。 (女性ネットみやぎ・本田) 

 

  

 

 

  

9/６ 神田さん蟻塚さんの講演会に 110名参加 
コロナ禍の中、感染予防の対策をした会場は、予約された参加者

でほぼ満員に。神田香織さんのお話で、福島サポートへの勇気を知り、

元気いっぱいの明るい講談にひきこまれました。心療内科の医師蟻塚

亮二さんの沖縄や相馬での患者に寄りそう生き方に感動しました。 

篠原弘典さんとの対談、多々良哲さんの「今後のとりくみ提案」と、

盛りだくさんの内容でした。お二人の著書を多くの方が購入しました。

た。 


